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人口 と世帯

51.7.1現在

男5､758 人1し ７１

女6  8 人 １－５ｊ

計 建 . 人 卜12 ｝

世帯蝕2,S4 り;０）

水
　

が
　

光
　
る

夏
は
　

ぽ
く
ら
の
季
節

思

い
っ
き
り
水
に
と
び
こ
ん
で

む
ば
え
た
ク
ロ
ー
ル
を
泳
ご
う

し
ぶ
き
の
巾
で

太
陽

が
笑

い
、
水
が
光
る

本
格
的
な
暑
さ
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
・
の
水
遊
び
が
盛

ん
に
な
り

水
に
よ
る
今
故
が
多
発

し
ま
す
。

楽
し

い
夏
を
過
ご
十
た
め

、
家
族

の
方
が
氣
を
配
っ
て
下

さ
い
。

※
写
真
は
大
技
小
学
校
の

。
吊

生
。
最
初
は
お
そ
る
お
そ
る

プ
ー
几
に
は
い
っ
た
の
が
、

じ
き
悁
れ
て
、
と
っ
て
む
楽

し
４
冫
っ
。



六
月
定
例
議
会

収
入
役
に
奥
山
忠
雄
氏
選
任

六
月
定
例
町
議
会
は
六
月
二
十
四
日
午
前
十
時
招
集
さ
れ
、
二
Ｐ

瓦
卜
ま
で

二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て

。
提
出
議
案
で

あ
る
「
収
人
役

選
任

に
同
恵
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
な
ど
八
議
案
が
憤
直

に
布
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
晒
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
旧
人
技
村
持
の
土
地
、
耆
‥木
沼
を
粱

川
町
に
焦
償
膿
渡
す
る
も
の

）

▽
収
入
役
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
収
人
役

奥
山
忠
雄

）

▽
山
畏
育
英
財
産
管
理
委
ａ

委
嘱

に
同

恵
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
で

（
委
員
、
菊
地
政
治
、
佐
野
正
治
、
宍

戸
Ｊ二
郎
）

▽
藤
田
財
産
区
管
理
委
員
選

任
に
同
意
を
求

め
る
こ
と
に

つ
い
て

｛
委
Ｑ
．
紺
野
ｆ
二

郎
、
平

舘
誠
こ
、
稾
ｇ

実
ヽ
菊
地

忠
翩
．
樋
口
濤
．二
．
占
田

忠
占
、
斎
藤
人
助

｝

▽
国
Ｕ
’剛

印
鑑
の
登
録
岐
び

証
明

に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
夲
吊
卜
日

一
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
、
ド
段
に
説
明

）

▽
丁
嶇
朋
負
″`
約
の
楴
決

に

つ
い
て

（
林
道
開
設
事
裏

Ｌ
鳥
取
林
道
工

事
、

幅
員
四
メ
ー
ト
ル
延
長
六
百
二
十

メ

ー
ト
气

契
約
金

一
予
町
九
十
瓦
万

丿

円
、
喫
約
の
相
１

・
有

近
藤
祖

）

▽
上
地
開
発
基
金

条
例
の
一
部
改
正

に

つ
い
て

（
公
川
も
し
く
は
公
共
川

に
哄
す
る
ｔ

地
、
ま
た
は
公
共
の
利
益
の
た
め
に

取
呀
十
る
必
要

の
土
地
を
あ
ら
か
じ

受
　
壅
　卜
る
た
め
の
基
金
の
甑
を
二

千
四
百
瓦
万
五
千
円
を
こ
千
四
百
八

十
六
万
瓦
千
円
に
改
め
た
Ｊ

甼
貸
を
傍
聴
す
る

細
人
の
力
？

印
鑑
の
登
録
証
明
の

方
法
が
か
わ
り
ま
す

「
印
鑑

」
は
い
ろ
い
ろ
な
契
約
一

の
作

成

や
、
上
地
・
家
屋

の
登
記
申

請
な
ど

そ
の
利
川
範
囲

は
き
わ
め
て
広
く
、
私

た
ち
の
日
常
生
活
の
う
え
で
た
い
へ
ん

重
要

な
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

こ
の
人

切
な
印
鑑
の
偽
造
盗
用
や
代

理
人
に
幀
ん
で
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
な
ど
を
防
止
し
。
ま
た
、
早
く
正

確

に
事
務
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
卜
月

一
日
よ
り
印
鑑
の
登
録

と
証
明
の
方
法
を
改
正

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

登
録
は
厳
格
に
証
明
は
簡
潔
に

登
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
『
印
鑑
登

録
証
』
を
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
印
鑑
と
同
じ

に
な
り
。
証
明
書

を
と
る
時
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
く
る
の

で

は
な
く
、『
印
鑑
登
録
証
』
を
持
っ
て

く

る
の
で
す
。

『
印
鑑
登
録
証

』
が
な
け
れ
ば
証
明
書

は
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し

「
印
鑑
登
録
証

」
を
持
っ
て
く
れ
ば

代
理
の
嫡
合
で
も
今
ま
で
の
よ
う
な

『

委
任
状
」
や
『
代
理
人
選
任
届
』
は
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ

だ
け

「
印
鑑
鷺
録
証
」
が
重
嬰
に
な
っ

て
く
る
の
で
大
切
に
保
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
『
印
鑑
証
明
番
』
は
複
写
（

電
子
コ
ピ
ー
）
に
な
り
ま
す
の
で
。
正

確
に
早
く
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
登
録
の
仕
方
の
具
体
的
な
こ
と
は
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

佐
久
平
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
視
察
記

わ
が
国
で
初
の

オ
ゾ
ン
に
よ
る
高
度
処
理

伊

達
地
方
衛
生
処
理
組
合
議
会
議
員
　

武
田
　

勉

去
る
六
日
‥
十
一
日
、
伊
達
七
町
の
町

長
並
び
に
議
員
一
行
二
十
数
名
は
、
長

野
県
佐
久
市
に
あ
る
。
し
尿
処
理
場
ａ

佐
久
平
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
視
察
致

し
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
、
佐
藤
町
長

佐
職
昌
介
餓
員
、
そ
し
て
私
が
出
席
し

ま
し
た
。

近
￥

、
生
活
、
経
済
、
文
化
の
向
上

の
桔
果
生
ま
れ
た
公
害
は
、
社
会
的
に

も
人
き
な
関
心
を
呼
び
、

清
潔
で
住
み

良
い
生
活
環
境
を
整
備
し
、
緑

と
太
陽

の
近
代
郁
市
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
清

掃
行
政
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

な

｀

佐

久

平

に

お

け

る

し

尿

処

理

事

業

は

昭

和
一
二

十

七

年

ご

こ

十

八

年

の

二

ヵ

年

に

わ

た

り

、

佐

久

市

、

臼

田

町

．

佐

久

町

、

八

千

穂

村

、

小

海

町

の

一

部

嘔

務

組

合

と

し

て

．

千

曲

川

の

ほ

と

り

に

佐

久

平

環

境

衛

生

セ

ン

タ

ー

が

建

設

さ

れ

一

日

処

理

量

七

十

キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

の

‐‐
．一

十

日

型

加

温

消

化

方

式

に

よ

り

．

処

理

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

．

そ

の

後

、

四

十

四

年

、

四

ｔ

五

年

に

お

い

て

四

ト

キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

の

増

般

と

施

設

の

根

本

的

改

正

を

行

い

、

一

日

処

理

量

百

十

キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

の

施

般

に

増

築

い

た

し

ま

し

た

．

し

か

し

な

が

ら

、



菅
野
さ
ん
に

日
本
消
防
庁
官
賞

国
見
町
消
防
団
恒
例
の
点
検
が
、
去

る
六
月
八
日
午
的
九
時
よ
り
藤
田
小
学

校
々
庭
に
お
い
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し

た
。消

防
団
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る

社
会
愉
勢
と
生
活
環
境
に
対
処
し
、
火

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
町

民
の
生
命
と

安
全
な
暮
し
を
守
る
た
め
、
規
律
訓
練

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
に
常
日
頃
相
励
さ
れ

て
お
り
、
点
検
は
そ
の
成
果
を
発
表
す

る
式
で
す
。

当
口
は
晴
天
に
恵
ま
れ
。
町
議
会
議

負
全
員
を
は
じ
め
来
賓
多
数
の
出
席
の

も
と
に
、
消
防
ポ
ン
プ
車
1
.七
台
と
全

団

員
が
参
加
し
、
式
は
藷
Ⅲ
地
内
商
店

衡
路
上
の
観
閲
式

に
始
ま
り
ま
し
た
。’

ラ

ッ
パ
腺
を
先
頭
に
威
風
堂
々
た
る
人

場
行
違
の
あ
と
、
通
常
点
検
、
各
個
教

練

。
小
隊
教
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列

行
道
な
ど
き
び
き
び
し
た
動
作
で
日
ご

ろ
の
訓
練
を
被
衂
し
ま
し
た
。

次

に
佐
藤
町
長

の
講
評
、
樋
口
団
長

の
訓
示

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
永
年
消
防

活
助

に
尽
く
さ
れ
た
曹
野
副
団
長
の
功

に
対
し
て
消
防
庁
長
官
の
永
年
勤
碗
功

労
賞
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

喪
彰
さ
れ
た
方
４
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Ｏ
日
本
消
防
長
官
賞
（
伝
達
）

永
年
勤
続
功
労
賞

副
団
長

菅
野

三
郎

Ｏ
福
鳥
県
知
事
表
彰
（
伝

達
）

優
良
運
転
章

班
最

小
柴

実

勤

続

章

部
畏

高
檎
正

明

○
福
鳥
県
消
防
協
会
々
長
表
彰
（
伝
達

）優
良
分
団
　

第
四
分
団
（
八
年
間

無
火
災

）

精
助
章

副
分
団

長

瞶
蒔
疸
雄

・
　

副
部
長
　

岡

崎
長
平

勤
続
傘

部
長
　
　

阿
部
恒
夫

々
　

団
員
　
　

蓬
田
重
則

Ｏ
伊
達
支
部
長
表
彰
（
伝
達
）

功
績
章

班
長
　
　

村
ｋ

誠
一

・
　

副
部
畏
　

津
田
吉
治

φ
　
　

争
　
　
　

佐
藤

忠
雄

精

勤

章

班

長
　
　

中

野

勝

美

″
　

団

員
　
　

蓬

田

重

則

φ
　
　

夕
　
　
　

佐

藤

寥

明

φ
　
　

々
　
　
　

佐

久

間

成

美

φ
　
　

φ
　
　
　

後

藤
　

一
　

争
　
　

今
　
　
　

後

藤

義

明

φ
　
　

φ
　
　
　

菊

地

正

泊

φ
　
　

ゆ
　
　
　

穗

苅

及

郎

φ
　
　

々
　
　
　

稲

村

克

己

φ
　
　

φ
　
　
　

高

橋

力

一
　
　

今
　
　
　

八

巻

定

男

Ｏ

感

鮒

状

刷

呈

退

職

団

員
　
　
　
　

高

橋

貞

雄

防

火

水

槽

用

地

提

供

者安

孫

子

光

夫

一

條

颪

右

工

門

早

期

火

災

発

見

協

力

書佐

久

間

浩

（
分
　

列
　

行
　

遮
）

工
増
住
宅
団
地
の
造
成

と
農
村
構
造
の

近
代
化
、
環
境
衛
生
思
想
の
普
及
に
よ

り
計
画
収
集
皿
は
息
増
し
、
な
お
か
つ

時
代
の
要

請
に
よ
る
公
宥
問
閣
の
根
本

的
解
決
に
は
、
更
に
高
度
処
理

が
要
求

さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
ら
に
つ

い
て
、
組
織
市
町
村
理

事
翕
並
び
に
組
合
議
会

の
慎
重
な
る
協

議
を
経
て
、
四
十
七
年
、
四
十
八
年
度

に
お
い
て
、
さ
ら
に
四

十
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
の
増
設
と
併
せ
て
。
一
日
処
理
量
百

五
十
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
全
国

で
も
初
の

高
度
処
理
施
設
（
脱
色
）
を
建
殴
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
紳
に
水
質
に
お

い
て
は
再
利
用
で
き
る
ま
で
に
浄
化
さ

れ
、
奥
気
対
策
に
つ
い
て
も
最
新
施
設

を
組
み
入
れ
、
榮
田
工
裏
株
式
会
社
の

優
れ
た
技
術
と
設
計
施
行
に
は
目
を
見

は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

敷
地
面
積
は
五
千
七
百
二
十
五
坪
で

総
事
桑
費
は
四
億
八
千
四
百
九
万
一
千

円
で
す
。
ま
た
、
佐
久
平

環
境
術
生
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
で
初
め
て
本
格
的

に
採
用
さ
れ
た
、
し
尿
の
オ
ゾ
ン
に
よ

る
高
度
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
般
備
は
、
し
尿
処
理
に
お
け
る
高
度

処
理
の
先
鞭
を
告
げ
る
も
の
で
す
。
従

来
法
に
比
べ
て
、
本
設
備
は
規
格
的
に

汚
染
を
６
じ
き
せ
る
色
度
の
除
去
を
は

じ
め
．
Ｂ
Ｏ
Ｄ
．
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
Ｓ
Ｓ
等
を

表
の
よ
う
に
浦
澄
な
処
理
水
と
す
る
、

画
期
的
な
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。本

般
備
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
放
流
水
の
色
度
は
千
曲
用
水
と
同
程

度
ま
で
除
去
さ
れ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
従
来
の

三
分
の
一
以
下
、
Ｓ
Ｓ
も
三
分
の
一
以

下
に
な
り
、
千
曲
川
の
汚
染
を
極
度
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。い

つ
か
は
き
っ
と
、
全
国
各
地
に
こ

の
よ
う
な
設
爾
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ

と
を
念
じ
つ
つ
、
ご
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

従来法（消化方式）とオゾン法との比較

へ
��
征罘ａｌ．よ

る処理 水 �����

すソ ノａ に
ｋる処 理水

ＢＯＤ （Ｄａ ｍ ���廴��１ ��｜り 以

Ｓ　 Ｓ （　 ● ��７Ｕ 以 �����XUrl

笆 哩（ 簷 ��４ ｎ ｏ ｎ �����iuil

オソンー酸素の｢司業体。酸化作用が

強いので殺菌、源白などに

使用される。

ＣＯＤ一化学的酸素要求量。水のよ

ごれの程度を示す敏値で単

位はＰｐｍ。

ＢＯＤ一生物化平的酸素要求量。水

のよごれのぐあいを示す数

眦。

Ｓ　Ｓ－水に溶けずに浮遊し、水を

濁ごらせている微粒物質の

含まれている割合。

ＰＰｍ一百万分率。たとえばI 立方

メートルの中にある成分が

ｌｅｅ含まれている鳩合が

ｰ p p 可である。



国
勢
調
査
は

こ
ん
な
に
利
用
さ
れ
る

十
口
‥一
日
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
る
国

勢
餌
査

は
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
統
針
調

査
の
う
ち
で
最
も
大
規
榎
で
大
が
か
り

な
調
責
で
す
。
し
た
が
っ
て

。
そ
の
結

果
は
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
利
用

さ
れ
、
日

本
の
明
Ｈ
を
助
か
す
と
酋
っ
て
も
言

い

遇

ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
各
種
の
法
律

に
人
口
や
世
帯
数
を
Ⅲ

い
ま
す

川
地
方
交
付
税
法
…
…
…
地
方
交
付
税

の
算
定
基
串
に

叨
地
方
自
泊
法
…
…
…
議
員
の
定
数
の

決
定
や
市
の
設
置
用
件
と
し
て

０
過
疎
地
破
対
策
緊
急
措
置
法
…
…
…

過
疎
地
城
の
指
定
に

○
社
会
福
祉
対

策
．
労
働
力
霾
給
朴
画

各
種
の
地
域

計
画
な
ど
、
国

や
県
．

町
の
行
政
上
の
資
糾
と
し
て

利
用
き

れ
る
ほ
か
、
民
閥
の
会
社
や
各
種

の

研
究
機
閲
な
ど
に

Ｏ
Ｉ

た
、
最
近
わ
が
国
で

論
議
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
は

巾
国
土
や
資
源
に
閲
達
し
て
総
人
口

の
勤
行

叨
人
凵
の
大
都
市
曝
中

に
伴
う
過
密

過
疎
な
ど
人
口
の
地
域
分
布
の
問

閣
闍
人
口
の
老
齢
化
や
枝
家
族
化
に
伴

う
各
槽
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
問

赳
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
胆
を
考

え

る
に
は
、
現

在
の
人
1
.
1の
状
況
を

正

し
く
は
黼
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

み
な
さ
ん
一
人
も
れ
な
く
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

町
の
し
く
み

保
健
課

今
年
度
四
川
一
口
の
機
構
改
’串

で
飛

も
人
き
な
点
は
、
保
健
課
の
誕
生
で
す

そ
れ
ま
で
は
住
民
踝
の
中

に
保
健
係
と

し
て
あ
っ
た
の
が
、
年

ご
と
に
増
え
て

い
く
医
療
費
、
さ
ら
に
保
健
衛
生
に
対

す
る
意
識
の
向
上
に
こ
た
え
る
べ
く
、

住
民
課
に
あ
っ
て
ふ
く
ら
み
続
け
、
つ

い
に
独
立
の
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
町
民
の
皆

さ

ん
と
深
い
関
係
が
あ
る
課
で
、
以
前

に

増
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
徼
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
｛
課
長
以
下
Ｈ
名
｝

係
は
こ
係
が
あ
り
ま
す
。

ｏ

ほ
健
衛
生
係

人
の
一
生
の
健
康
管
理
と
し
て
。
母

子
傑
健
、
栄
養
、
結
核
、
伝
染
病
、
予

防
接
穡
・
成
人
病
ヽ
食
生
ｒ

改
箸
’

禎

神
衛
生
な
ど
、
ま
た
、
町
内
の
生
活
環

境
を
守
る
係
と
し
て
、
廃
棄
物
の
処
理

お
よ
び
渭
掃
、
墓
地
、
狂
犬
病
予
防
、

献
血
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

○
国
保
係

医
者
に
か
か
ら
な
い
人
は
め
ず
ら
し

い
と
霧
え
る
ほ
ど
の
現
在
、
国
民
健
康

傑
険
を
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
病

気
、
負
偽
。
死
亡
、
出
生
な
ど
、
短
川

的
な
経
済
伽
失
に
つ
い
て
傑
険
給
付
を

行
な
い
ま
す
。
傑
険
心
付
に
つ
い
て
は

一
般
の
七
割
給
付
、
○
才
児
と
七
十
才

以
上
の
方
の
十
割
給
付
を
始
め
、
高
飢

療
養
費
払
、
療
養
贄
払
、
助
産
。
葬
祭

費
の
支
給
な
ど
が
あ
り
、
と
に
か
く
国

保
予
算
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
給
付
費

と
な
り
ま
す
。

”鳥
ｙ

と
霜
わ
れ
る
国
保
税
は
県
内

で
も
上
位
の
方
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
医

者
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
訳
で

す
。

国
傑
予
算
の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト

は
国
庫
支
出
金
）

ま
た
、
傑
健
婦
に
よ
る
保
健
思
想
の

・

及
も
兄
の
が
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

最
後
に
。
国
艮
健
康
保
険
は
す
ぺ
て

届
出
制
な
の
で
。
み
な
さ
ん
必
ず
守
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国見史跡めぐり

⑰
粕字４佐藤町餓

二重 隍について

( 西大岐の二重●跡)

阿
津
貿
志
山
麓
で
鎌
倉
幕
府
儁
と
奥

州
平

泉
．
嘩
原
氏
と
が
そ
の
存
亡
を
か

Ｈ
て
一
大
決
戦
を
し
た
こ
と
は
、
多

く

の
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
江
戸
時
代
、
松
雌
芭
蕉
が
『

伊
遠
の
大
木
戸
を
こ
す
』
と
北
し
た
あ

た
り
が
そ
の
地
峨
で
あ

る
．

藤
原
氏
側
は
．
こ
こ
に
こ
瘋
隍
を
山

の
中

腹
よ
り
阿
武
隈
川
ま
で
造
り
、
源

価
剌
覃
を
防
ご
う
と
し
た
．．
し
か
し
二

瘋

隍
の
遺
構
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
の

は
山
麓
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
で
、

こ
こ
以
外
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
．

現
在
、
剛
確
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は

人
木
戸
地
区

（
ｔ

居
の
山

）
と
西

大
岐

地
区
『
字
石
田
．
字
こ
鎭
欟
』
な
ど
で
あ
る

西
人
技
地
区
の
字
石
Ⅲ
の
．一
盞
隍

遺
構

は
、
鳥
さ
が
鈞

Ｊ
・
紅

メ
↓

ト
ル
、
輻

が
約
十
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
～
八
十
メ

－

ト

ル

の

‘こ

つ

の

土

塁

で

あ

り

、

土

輿

と

土

輿

の

間

は

杓

五

Ｉ
．
六

メ

ー

ト

ル

あ

る

。

阿

沖

賀

志

山

の

遺

構

は

、

先

年

県

文

化

Ｊ

に

よ

り

て

延

掘

輿

査

さ

れ

、

そ

の

構

造

が

川

ら

か

と

な

り

八

〇

〇

年

前

の

姿

が

し

の

ば

れ

た

、。
西

大

岐

に

残

さ

れ

た

二

皿

隍

遍

構

も

阿

津

冐

志

山

遺

構

と

吋

じ

で

あ

る

こ

と

が

予

忽

さ

れ

る

。

こ

ね

ら

二

重

隍

遺

構

は

国

見

町

を

代

去

す

る

文

化

財

で

あ

る

と

岡

時

に

、

福

島

県

な

い

し

東

北

地

方

令

体

の

歴

史

に

か

か

ら

る

も

の

で

あ

る

の

で

、

文

化

財

と

し

て

は

第

一

級

の

も

の

と

い

え

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

二

重

隍

遺

跡

は

将

来

と

も

に

子

孫

に

残

し

、

伝

え

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い

も

の

で

あ

ろ

う

と

恩

わ

れ

る

。（
辟

し

く

は
町

史

幕
こ
・

、

東
北

白

助

孝

道

遺

跡
目

査

報

告
を

Ｉ

鯖

の
こ

と

）



安
い
経
費
で

お
い
し
く
つ
く
る

料
理
研
究
会

毎
日
の
献
立
を
少
し
で
も
楽
し
く
バ

ラ

エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
も
の
に
し
た

い

と
、
料
理
を
勉
強
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ

で
す
。

昭
和
四

十
八
年
九
月
頃
、
公

民
館
主

催
で
五
回
に
わ
た
っ
て
料
理
教
室

が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
年
程
た
っ
て

そ
の
時
の
一
郎
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
再

び
料
理
を
習
い
た

い
と
の
話
が
出
て
、

教
肓
蚕
鰔
会
の
方
の

お
骨
折
も
あ
り
、

四
十
九
年
九
一月
に
自
主
的
活
動
と
し
て

の
料
理
研
究
会

が
発
足
し
た
の
で
す
。

（

柵

祉

セ

ン

タ

ー

て

）

実
習
は
月
二
回
（
第
一
、
第
三
金
曜

日
）
の
午
後
一
時
半
よ
り
。
町
瓜
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
講
師
は
蒔
田
小
学
校
に
勤
務
の
栄

養
師
の
杉
崎
一
江
さ
ん
で
、
主
に
家
庭

料
理
を
中
心
と
し
。
藁
子
や
飲
み
物

な

ど
と
毎
回
目
新
し
い
料
理
を
指
導
し
て

ド
さ
い
ま
す
。
会
費
は
月
六
百
円
で
、

当
世
の
物
価
商
の
折

、
少
な

い
縫
費
で

い
か
に
お
い
し
い
糾
理
を
作
る
か
と
い

う
こ
と
も
勉
強
の
一
つ
か
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

会
員
は
現
在
十
六
名
ぐ
ら
い
お
り
。

名
称
は
料
理
研
究
会
と
硬

い
感
じ
で
す

が
。
実
桝
風
景
は
至
っ
て
豪
し
く
賑
や

か
で
、
特
に
お
菓
子
作
り
の
畤
な
ど
は

出
来
上

が
る
ま
で
脚
弾
む
思

い
が
し
ま

す
。昨

年
の
文
化
祭

に
は
文
化
活
動
の
一

環
と
し
て
。
お
で
ん
の
模
艇
店
を
行

い

当
時
会
員
の
少
な

い
時
で
し
た
の
で
予

懋
外
の
好
評
に
テ

『
ノ
テ
コ
舞
い
し
ま
し

た
が
、
お
陰
様
で
昧
は
流
石
と
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
噴
き
、
純
益
金
の
一
郎
を
歳

末
助
け
合
い
連
動

に
協
力
さ
せ
て
噴
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
只
単

に
料
理
を
習
う

だ
け
で
な
く
、
現
在
各
方
面
で
問
題
に

さ
れ
て
い
る
食
品
公
書
や
。
ま
た
食
品

栄
養
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
、
お

互

い
に
料
理
に
対
す
る
知
識
を
商
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

料
理
研

究
会
責
任
者

。
黒
川
倶
子

7月（ ふづ き）

1511◇ ぽん

16凵◇ やぷい り

17日◇ 京都祇 幽祭

19日◇魴刄青少年の11

20 L」◇ 上用◇ 海の記 念日

23H ◇ 大暑

30H ◇1 溷 の 丑

８Ｈ Ｕまづ き）

】日◇ 観光 の日　 、

６口◇ 広鳥 原爆記念 日

７日◇ 鼻の 日

８日◇ 立秋

９日◇ 長崎 原爆記 念日

卩 そi

「中 元」と い うの は、 もと

もと盂 蘭盆 ０ ら ぽん ）の

行事で 、jE111511 を 『|;ｉ

』
、 月 脂 を 「1 元゙ 」と

し て眤 うの に1,1 L て、 ７川1511

を「中 元」の 佳節 とし

て、 この 半年無 釦 こ生 きた

こと を祝 ったの が始 まりだ

とい わ れます。 今では 二の1

こ元と下 冗の方 はす･j かIJ
忘 れら れて。中 元だけ が 髮

の贈 り物の 代 名詞とし て残

されまし た。

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

ト
レ

ー
ニ
ン
グ

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
県
内

に
働
く
青
少
年
が
交
歓
を
は

か
り
な
が
ら
、
自
己
を
充
実
し
、
創

造

性
を
培

い
、
友
情
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

と
県

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
き

の
う
ま
で
全
く
知
ら
な
い
人
達
と
、
研

條
し
、
歌
を
う
た

い
、
ゲ
ー
ム
に
興
じ

そ
こ

に
は
楽
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す

胥
春
の

Ｉ
ペ
ー
ジ
を
よ
り
充
実
す
る

た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
地

岡
立
磐
梯
青
年

の
家

日

程

三
泊
四
日

開

催
時
期
（
国
見
町
対
象

）

・

　
工
2
6
日
～
・
９
月
1
7
日
～
・
1
0
　

月
1
4日

～
・
ｕ
月
1
1
口

～
・
1
1月
2
6

参
加
資
格
　
2
2
1
2
3才
こ
ろ
ま
で
の
勤

労
青
少
年
で
町
の
推
せ
ん
が
必
要
・

経

賢

旅
費
、
食
費
は
県
で
負
担

参
加
を
希
夕
す
る
方
、
く
わ
し

い
こ

と
を
聞
き
た
い
方
は
町
教
青
委
員
会
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

持
つ
て
い
な
い

自
動
車
に

納
税
通
知
書
が

問

私
は
、
現
在
、
小

型
乗
用
車
を
一

台
持
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
五
卜
年
度
の
臼
動
車
税
納
税
通
知

一

が
そ
の
取

の
ほ
か

に
、
閥
に
陦
っ

て
い
た
車
の
分
ま
で
来
ま
し
た
。

い
ま
乖
っ
て
い
る
車
を
貿
っ
た
時

下

に
出
し
た
啾
で
、
現
在
持
り
て
い

ま
せ
ん
。
阿

か
の
誤
り
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。
　

｛

藤
田

Ｓ
｝

答

お
問
い
合

わ
せ
の
自
動
車
は
、
ま

だ
あ
な
た
の
名
儀
の
ま
ま
で
す
。
す

ぐ
、
登
録
手
続
き
を
…
…

自
動
嗔
税
は
原
則
と
し
て
毎
年
四

月
一
日
現
在
で
陸
運
事
務
所
に
登
録

さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
従

っ
て
、
皐
を
売
却
し
ま
た
は

下

に
出
し
た
時
に
は
「
移
転
登
録
」

を
。
ス
ク
ラ
フ
プ
と
し
て
解
体
業
者

に
売
却
す
る
時
な
ど
に
は
「
ま
っ
消

登
録
」
を
才
み
や
か
に
陸
運
事
務
所

で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
陸
運
事
務
所

に
登
録

手
続
を
し
４

い
で

い
る
と
あ

な
た
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す

。

な
お
販
売
店
等
に
登
録
を
依
傾
し

た
畤
は
。
必
ず
確
認
し
て
下
さ

い
。



農

業

に
燃

え
る
若
い
力

国
見
町
農
業
青
年
会
議
所
が
発
足

激
助
す
る
農
業
情
勢
下

に
お
い
て
、

自

ら
の
農
裏
経
営
力
を
高
め
、
国
兄
町

の
農
裏
発
展
の
礎
に
な
ろ
う
と
、
若
い

農
業
お
‥六
ヤ
同
名

に
よ
っ
て
、
去
る
六

日
‥五
凵
、
国
兄
町
農
業
青
年
会
議
所
が

誕
生
し
ま
し
た
。
「

郡
山
は
じ

め
、
県
内

六
つ
の
会
議
所

に

次
く
七
嘉

め
の
誕
生
で
す

。

最
近
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

を
陬
つ
ま
で
も
な
く
、
農
業

と
農
村
の
変
化
に
は
苦
し

い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
春

に
は

菜
の
花
や
緑
の
変
が
風

に
搨

れ
て
い
た
十
丘
年
程
前
ま
で

の
多
作
物
複
合
経
営
は
、
単

一
作
物
の
専
作
へ
と
移
行
し
、

や
が
て
農
家
の
階
層
分
化
が

進
み
。
兼
業
農
家
が
激
増
し

Ｓ
夐
農
家

は
わ
ず
か
に

Ｉ
〇

％
程
度
（
福
鳥
県
）
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
背

僮
に
は
、
国
の
経
済
商
度
成

長
政
策
と
一
貫
性
を
欠
く
農

政
が
、
や
み
く
も
に
農
村
か

｛
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

合
同
委
員
会
｝

ら
労
働
力
を
流
出
さ
せ
、
ａ

産
物
の
輸

人
を
促
し
、
食
料
自
給
半
を
瓦
○
％
以

下
（

カ
ロ
リ
ー
計
算

）
に
引

き
ド

げ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
訳
で
す
、

物
質
的
な
繁
栄
と
引

き
椣
え
に
慶
村

は
、
村
落
共
同
体
と
し
て
の
連
体
感
や

家
族
が
協
力
し
あ
っ
て
の
農
作
業
や
、

堆
廐
肥
を
連
川
し
、
混
作
や
輪
作
を
行

っ
て
築
き
あ
げ
た
ａ
か
な
農
地
や
、
機

械
に
迫
い
ま
く
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
農
業
の
悠
久
性
な
ど
を
失
っ
た
の
で

す
。

町
の
基
幹
産
業
と
し
て

国
兇
町
ａ

業
々
年
会
臨
所
の
誕
生

は

こ
の
よ
う
な
農
業
情
勢
下
、
若
い
農
業

者
が
自
・
り
の
農
夐
を
守

り
、
仲
間
づ
く

り
を
進
め
な
が
・
り
。
農
業
を
こ
の
町
の

基
幹
雌
裳
と
し
て
盛
り
た
て
て
い
き
た

い
と
Ｉ
る
。
強

い
気
迫

と
触
忿
の
現
れ

な
の
で
ｒ

。

今
ま
で
私
達
は
。
と
も
す
れ
ば
生
産

技
術
の
研
究
に
は
熱
心
で
も
、
展
政

や

農
産
物
の
販
売
方
法
や
、
農
業
に
関
す

る
一
般
教
贄
に
は
う
と
い

。
面
が
あ
り

ま
ｒ

、
会
議
所
で
は
そ
れ
・
り
の
研

さ
ん

を
重
点
的

に
行

い
、
ひ
と
り
び
と
り
で

は
行
い
得
な
か
っ
た
こ
と
も
、
力

を
合

わ
せ
て
解
決
し
て
い
き
た
い
と
古
え

て

い
ま
す
、

四
つ
の
委
員
会
で
構
成

会
議
所
の
連
賞
は
、
会
長
の
佐
野
喜

代
志
さ
ん
（
森
江
野
）
の
も
と
、
会
員

全
員
が
四
つ
の
委
貝
会
（
総
務
、
組
織

文
教
、
農
政
、
経
営
技
術
）
の
う
ち

い

ず
れ
か
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

荷
っ
て
遍
め
て
ゆ
き
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
針
画
は
各
委
口
会
か

ら
次
の
よ
う
な
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
総
務
卜

。
農
業
祭

、
社
会
奉
仕

。
他

団
体

と
の
交
流
な
ど

・
組
峨
文
教
卜

廠
関
紙
発
行
、
後
継

者
と
の
座
談
食

、
構
造
改
裨
嘔
襄

の
説
明
会
な
ど

・
農
政
卜

農
業
委
艮

に
つ
い
て
の
碑

修
会

、’
米
価
闘
争
へ
の
参
加
研
究

農
政
懇
談
会
な
ど

・
経
営
技
術
卜

会
目

の
経
営
ア
ン
ケ

ー
ト
醐
食
、
農
家
簿
記
講
習
会
、

経
営
研

修
、
農
薬
使
用
講
習
会
な

ど
自
主
財
源
で
独
立

会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
自
主
独
立

を
モ
フ
ト
ー
と
し
、
関
係
各
機
関

に
も

自
由

に
発
言
し
て

い
き
た
い
と
言
う
こ

と
か
ら
、
経
費
は
自
主
財
源
で
ま
か
な

っ
て

い
く
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
が
為
に

会
費
の
年
額
は
五
千
円
と
な
っ
て

い
ま

す
。会

員
の
年
船

は
、
お
お
む
ね
二
十
三

‘岷
ぐ
ら
い
か
ら
三
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

で
、
あ
る
程
度
経
営
的
に
も
責
任
の
あ・

る
人
々
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
専
業

兼
業
の
区
別
な
く
、
農
業
に
対
す
る
意

欲
が
あ
れ
ば
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

会
議
所
で
は
常
に
会
員
を
募
っ
て
い

ま
ｔ

．
人
会
を
希
観
さ
れ
る
方
は
、
最

寄
の
会
員
に
会
費
を
添
え
て
巾
し
込
ん

で
下
さ
い
。

な
む
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
会
長
ｌ
佐
野
喜
代
志
◇
齪
会
長
‐

村

上
一
◇
総
務
委
員
長
＝
遠
藤
ｉ

喜
◇
糾

檄
文
教
蚕
員
長

―
佐
藤
秀
訛
◇
農
政
委

員
長
Ｌ
後
藤
与
志
男
◇
経
済
技
術
委
員

長

―
廣
Ｗ
重
大
◇
理
事
－

野
村
元
次
郎

吉
田
義
正
、
八
巻
毅
、
渋
谷
節
男
、
佐

藤
畏
太
郎
◇
監
事

―
佐
久
間
正

弘
、
佐

藤
且
推
◇
会
計
Ｌ
安
孫
子
正

、
松
浦
万

助雍
事
務
局

―
村
Ｌ
一
（
副
会
長
兼
務

）

吉
田
吉
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員

） ｛

各

委

筒

会

に

分

か

れ

て

｝



も
う
す
ぐ
楽
し
い

夏
休
み
が
や
っ
て
釆

ま
す
。
海
や
山
な
ど

へ
い
ろ
い
ろ
な
計
画

を
立
て
て
い
る
ご
章

庭
も
あ
る
で
し
よ
う

夏
休
み
を
豪
し
く

遇
ご
す
た
め
に
は
ま

ず
体
を
丈
夫
に
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
が

学
校
の
夏
休
み
の
一

番
大
切
な
目
的
で
あ

り
、
理
由
で
あ
る
わ

け
で
す
。
開
放
さ
れ

た
は
ず
み
で
つ
い
ル

ー
ズ
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
お
母
さ
ん
は

規
則
正
し
い
毎
日
を

遇
ご
す
よ
う
に
気
を
配
り
、
お
ｆ

さ
人

に
も
約
束
さ
せ
ま
し

よ
う
。

い
く
ら
休
み
だ
か
ら
と

い
っ
て
。
夜

ふ
か
し
、
朝
寝
坊

は
健
康

に
よ
く
あ
り

ま
せ
ん

。
と
い
う
の
は
、
朝
寝
坊

す
れ

ば
朝
の
食
耶
は
不
規
則

に
な
り
、
冐

の

働
き
の
悪
く
な
る
季

節
に
発
育
途
上

の

お
子
さ
ん

に
、
よ
い
結
果
の
生
４

れ
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夏
休
み
は
、
治
療
に
時
間
の

か
か
る
・目
、
卵
、
耳
や
幽
、
そ
れ
に
へ

ん
と
う
せ
ん
の
手
術
な
ど
、
病
院
に
適

わ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
せ
っ
か
く
の

一

休
み

に
病
院
通

い
で
は
か
わ
い
そ
う

だ
と
放
っ
て
お
く
こ
と
こ
そ
か
わ

い
そ

う
で
す
。

子
ど
も
の
事
故
を
な
く
そ
う

夏
は
、
一
年
中
で
最
も
楽
し
い
レ
ジ
ャ

ー
の
季
節
で
す
。
と
と
も
に
、
事
故

が
集
中
的
に
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
名

が
失
わ
れ
る
悲
し
い
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
今
年
こ
そ
憂
う
つ
な
一

休
み
に
な
ら
な

い
よ
う
。
み

ん
な
で
注
意
し
ま

◇

交

通

事
故

に
注

意

夏
休
み
の
開
放
感
と
暑

さ
に
よ
る
心

身
の
疲

れ
で
、
子
ど
も
の
気
持
は
ゆ
る

み
が
ち

に
な
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
も
疲
劣

な
ど
か
ら
注
意
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
ま

す
の
で
交
通
事
故
の
危
釉

が
い
っ
そ
う

増
し
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
東
庭
を

は
じ
め
連
転
宙
の
み

な
さ
ん
も
を
分
注

意
し
て
下
さ
い

◇
水
の
事
故
を
な
く
そ
う

子
ど
も

に
危
険
な
川
、
池
、
用
水
堀

な
ど
を
．
な
ぜ
あ
ぶ
な
い
か
を
教
え
て

絶
対
に
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
危
険
な
糾
所
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
た
時
は
、
違
ん
で
注
意

の
「
愛
の
ひ
と
声

」
を
／

〈

）
花

火

は
安

全
に

近
年
、
花
火
の
を
　
ゆ
　
物
様
化
し

。

火
力
も
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

家
庭
で
は
子
ど
も
に
対
し
て
花
火
の
正

し
い
使
い
方
を
教
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

花
火
を
安
全
に
豪
し
く
遊
ぶ
た
め
に

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
、

べ

増
所
を
遺
ん
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

二
、
気
象
状
況
を
考
え
て
遊
び
ま
し
よ

三

、
お
と
な
と
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

四

、
商
品
の
注
意
書
を
守
り
ま
し
ょ
う

五
、
火
薬
類
は
ほ
ぐ
さ
な
い

六
．
消
化
用
水
バ
ケ
ツ
を
忘
れ
ず
に

花

火

事

故

多

し

花
大
遍

ぴ
は

纖
の
什

き
そ
い
で

飲

み

過

ぎ

る

清

涼

飲

料

水

つ
ゆ
明
け
と
同
時

に
あ
の
カ
ッ
と
照

り
つ
け
る
盛
夏
で
す
。
こ
の
季

節
に
な

る
と
、
や
た
ら
と
冷
た

い
飲
み
物
、
特

に
炭
酸
飲
料
、
乳
酸
飲
科
な
ど
を
水

が

わ
り
に
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

暑
い
時
、
人
は

Ｉ
Ｈ
平
均
二
・
五
ｊ

か
ら
一
こ
Ｉ
の
水
分
を
補
給
し
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
水
と
し
て
飲
用
す
る
の
は
。

一
・
丘
£
か
ら
二
£
で
、
も
し
水
の
か

わ
り
に
清
涼
飲
料
で
水
分
を
補
給
す
る

と
す
れ
ば
六
〇
〇
～
八
〇
〇

カ
ロ
リ
ー

を
摂
取
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は

‐１
日

に
必
要

な
カ
ロ
リ
の
一
二
分
の
一

ほ
ど
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
ｒ

の
で

全
体
の
栄
薺
の
バ
ラ

ン
ス
を
乱
し
て
し

ま
い
ま
す
．
夏
に
は
大
人
も
食
欲
が
な

く
な
る
の
で
す
か
ら
．
お
子

さ
ん
の
食

欲
が
な
く
な
る
の
は
当
然
で

す
．

お
ｆ

さ
ん
の
は
し
が
る
ま
ま
に
、
甘

さ
と
口
あ
た
り
の
さ
わ
や
か
な
清
涼
飲

科
を
与
え
て
い
れ
ば
水
の
か
わ
り
に
飲

み
ま
す
の
で
．
食
欲
を
減
退
さ
せ
る
原

因

の
一
つ
で
す
．
つ
ま
り
清
涼
飲
料
を

飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り
の
最
の
カ

ロ
リ
ー
を
と
っ
て
し
ま
う
と
．
そ
れ
だ

け
で
摂
取
す
べ
き
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
の
．

か
な
り
の
郎
分
を
占

め
て
し
ま
い
、
ほ

か
の
食

べ
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
「

お
菓
子
な
ど
の
閥
食
も
同
じ
で
す

の
で
十

分
注
意
を
払

っ
て
く
だ
さ
い「
．

肥
満
や
む
し
歯
も
糖
分
過
剰
が
原
因

で
す
．

ち
な
み
に
ジ
ュ

ー
ス

ー
本
に
は

ｔ？
さ
じ
五

土
（

抔
の
砂
糖

が
入
っ
て
い

ま
す
．．
　
　

｛

給
食
だ
よ
り
か
ら
｝

( ６月中に楴楓屆された人)

氏

名
　
　
部

落

佐
藤

善
一
　
小

坂

濮
辺

攝
子

梁
川
町

斎
藤
　

樹

徳
江
北

斎
藤
代
里
子

梁
川
町

近
野

敏
正

第

四

菊
地

栄
子

石
毋
用
原



身
障
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
所
者
を
募
集

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
。
手
足
の
不
自

由
な
人
、
呼
吸
ｓ

、
心
臓
な
ど
に
障
害

の
あ
る
人
を
一
年
間
入
所
さ
せ
て
、
そ

の
人
の
障
書
の
程
度
。
状
況
に
よ
っ
て

社
会
的
更
生
に
必
要
な
機
能
回
復
訓
練

職
業
訓
練
を
行
い
、
社
会
生
活
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
指
導
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

職
業
訓
練
科
目
は
、
タ
イ
プ
印
刷
、

洋
服
洋
飯
あ
み
も
の
、
時
計
、
ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
入
所
希
望
さ
れ
る

方
、
ま
た
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、

当
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
。
役
場
福
祉
係
Ｄ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
の
住
所

福
鳥
市
上
浜
町
四
一
一
七

一
1０
2
4
5
2
2
5
8

３
1

必
ず
受
け
よ

う

結
核
健
康
診
断

次
の
日
程
で
結
核
健
瞭
診
断
を
行
い

ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
結
核
予
防
法
の

規
定
に
よ
り
、
毎
年

】
回
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。。

当
日
は
、
お
宅

に
届

い
て
あ
る
個
人

禀
を
お
持
ち
下

さ
い
。
な
お
、
債
さ
ん

の
都
合
に
よ
り
ど
の
地
区
で
受
け
て
も

か
ま

い
ま
せ
ん
。

亀　 区　 蠡
実 第 月 日

一場　　 乕
－ 一一
耳 瓣

大才;ｎ 舍 堵 区 ７１２１ａ 大本戸小擧後俸嚮囂

彙●場

￥瞬

μ･匐分

１

や怏

S跨まで

一一　　　 一

蠱 江 讐　　 ｆ ７ ２２ 幽江物 申 学 校 第

小　 纃　　〃 ７ ２３ 小糠小攣柵休竇魯

新釈、 町
．大町（胄ｔ〕

４町.lll、板魯、 ７ ２４ 町 良休・ 讎
山 崎(t. 小Ｓ, 誚} 宮穹 く痢 北)

町 輿 、富 盲 、皿 山 ．上 脣 ，
● 東 山 宵 躱　　 ｀

-

-

２Ｓ ｆ

石 塔両 全 睹 詆 ７ ２ｅ 石隠■罍曩●嚊

友･　諌　　ｆ ２ｅ 蒻大棟ａ龠鑽

警
察
官
の
募
集

た
だ

い
ま
福
鳥
県
贅
・
拏
本
部
で
は
、

昭
和
五
十
一
年
四
月
採
用
予
定
の
警
察

官
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
算
し
て
く
だ
さ
い
。

（
探
用
予
定

人
員

）

約
ヒ
ト

名

｛
受
付
刈
間
｝

七
月
一
日
～
八
月
五
日
ま
で

（
受
験
資
格

）

Ⅲ
年
船
…
こ
十
二
歳

か
ら
。一
十
七
歳

ま
で
の
男
子

叨
学
歴
…
大
学
岑
業
者
ま
た
は
来
年

已
月
大
学
卒
業
兄
込
み
の

も
の

（
第
一
次
試
験
）

八
月
二
十
四
Ｕ

、
大

掌
卒
業
程
度
の

学
力

に
つ
い
て
の
教
養
お
よ
び
論
文

試
験
を
行
う
。

※
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
桑
折
警
察
署

ま
た
は
駐
在
所
に
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

税
務
大
学
校

学
生
の
募
集

国
税
庁
で
は
税
務
大

学
校
学
生
の
募

纂
を
し
て
お
り
ま
す
。

（

受
験
資
格
）

・
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
三

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

（
申
込
受
付
期
間
と
申
込
先
）

・
昭
和
五
卜
年
七
月
十
六

日
か
ら
七
月

二
十
九
日

ま
で

に
、
仙
台
市
本
町
三

丁
目
三
一

一
、
人
事
院
東
北
事
務
局

ま
で

（
試
験
。
そ
の
他
）

・
昭
和
五
十
年
十
月
五
日
（
日
）
に
、

教
養
。
適
性
、
作
文

の
各
試
験
が
第

一
次
試
験
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

・
旃
二

次
賦
験
は
、
十
一
月
六
日
か
ら

十
一
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
の
一
日
、

口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行
い
ま
す
。

・
最
終
合
格
発
表
は
十
二

月
十
五
日
で

す
。

合
格
し
て
税
務
大
掌
校
学
生
に
採
用

さ
れ
ま
す

と
。
昭
和
五
4‐
一
年
四

月
か

ら
一
年
間

、
法
律
、
経
済

、
簿
記
会
針

学
秤
を
研
修
し
、
卒
業
後
は
大
蔵
事
務

官
に
任
命
さ
れ
。
各
地
の
税
務
署

に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
薯
へ

。

（
福
鳥
税
務
署

）

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

こ（

月
中
に
鑛

り
ら
れ
た
人

敬
弊
Ｉ

’

父

の

氏

名
　
　

子

の

名
　
　

部

落

豪

藤

邦

男
　

智

子
　

山

根

阿

部

次

男
　

一
　

枝
　

大

木

．尸

佐

野

武

光
　

徳

芳
　

第

八

岩

城

敏

雄
　
　

孝
　
　

川

内

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

一
六
回
中
に

騅
け
ら
れ

た
人

欷
貅
略

）

氏
　
　

名
　

年

令
　

部

落

実

沢
　

貫
　
7
4
　

第

九

松

浦

儀

助
　
8
4
　

山

根

阿

部

利

右

工

門
　
6
3
　

潭

水

山

佐

久

間

忠

次
　
4
4
　

第

一

一

松

浦

ド

ミ

ノ
　
7
6
　

並

柳

秦
　

俊

一
　
　
6
4
　

本

町

武

田

シ

ゲ
　
8
5
　

泉

田

下

八

鳥

紀

子
　

Ｏ
　

山

崎

北

佐

簾

ヨ

ッ
　
6
3
　

泉

田

中

心
配
ご
と
相
談
の
日
程

（
役
場
・
車
庫
二
階

）

○
七
月
十
五
Ｈ

Ｏ
八
月
五
日

○
七
月
二
十
丘
日

○
八
月
十
五
日

編

集

日

記

▽
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
あ
け
る
と
、

娩
け
つ
く
よ
う
な
猛
暑
の
真
夏

で
す
。

暑
さ
で
睡
眠
不
足

に
な
り
や
す
く
、
夜

ふ
か
し
の

ク
セ
も
つ
い
て
、
と
か
く
寝

不
足
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
ス
タ
ミ

ナ
低
下

の
最
大
の
原
因
で
す

。
早
め
に

床

に
つ
く
賈
慣
を
つ
け
て
、
じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
現
在
、
農
葉
は

厳
し
い
情
勢
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
ま

が

り
角
の
時
代
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
の
意
欲
あ
る
農
業
青
年

の
集
ま
っ
た
、
農
業

青
年
会
議
所
合
同

委
員
会
は
然
気
に
溢
れ
、
農
桑
に
取
り

組
む
真
剣
な
‘μ
怫
は
幀
も
し

い
瞋
り
で

し
た
。今

月
の
納
税

固
定
資
産
税

第
２
期
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